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1. 自己紹介
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１９８８ 三井物産入社

１９９4 アメリカ（ヒューストン）研修員 「NAFTA：米墨クロスボーダー物流調査」

２００0 中堅コンビニ、大手鉄道会社 物流・商流改革プロジェクト

２００３ シンガポールフォワーダーDirector

２０06 三井物産ロジスティクスマネジメント代表取締役

2011 三井物産退職～シンガポールに移住

以降、日本産品の海外販路開拓に従事

2017 (株)LCCトレーディング設立

2024 (一社)農林水産物・食品輸出直取引化推進協議会設立

• 専門分野はリテール・国際物流とサプライチェーンマネジメント

• LCCTはローコストキャリア＆トレーダーの略称で、生産者と海外消費者を繋ぐ、

日本産品輸出のオープンプラットフォーム構築に取組んでいます



２. 主要な輸出課題「関税・為替リスク」
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1. 関税・為替など輸出特有の問題に対して環境変化に応じた対応ができておらず、
リスク・コストが上昇している点に商社は問題意識

2. 関税に対しては現状様子見の事業者が多いが、長期的な米国の景気の冷え込みに懸念

加工食品部会における課題抽出アンケート及びヒアリングの結果

関税

為替 ・ 現在の為替水準は1986年時点と同水準

・ 50カ国との間で21の経済連携協定（EPA）を署名および発効済み
・ UAE、トルコ、バングラデシュ、湾岸協力会議などの新興国・地域とのFTA交渉中
・ TTPに関する包括的および先進的な協定（CPTPP）は加盟国が拡大
・ 日中韓FTAは交渉継続中

トランプ関税に伴い米国経済の低迷懸念はあるものの、
加工食品の輸出に関しては関税・為替はリスクよりもオポチュニティーの方が大きい



３. 日本産品輸出は売り手市場

Copyright ©2025 LCC Trading Co.,Ltd. All Rights Reserved. 
4

日本 タイ シンガポール フランス アメリカ

消費者物価指数

２０１９ 100 100 100 100 100

２０２５ 111 109 118 119 126

為替レート

２０１９ -
3.51

(100)
79.92
(100)

122.05
(100)

109.00
(100)

２０２５ -
4.44
(126)

112.47
(140)

163.50
(134)

148.21
(136)

相対価格

合計 111 135 １５８ １５３ １６２

上昇率 １００ １２１ １４２ １３８ １４６*

*相互関税率：15％

①コロナ後の物価上昇率の低さ ②円安 ③インバウンド超過による輸出運賃の低迷により
日本産品の価格競争力は高まっており、加工食品輸出の伸びしろは大きい



４ 解決すべき課題
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海外
バイヤー

海外
バイヤー

CIF単価
US$

● 解決すべき課題 輸出取引では物流費/為替を事前に確定させることが出来ない
➞ 物流費/為替リスクをバッファーに含めて見積もりを作成

（これに対応できる商社人材がいない）

〇 目指すべき姿 海外バイヤーに対して①国内卸価 ②商社マージン ③物流単価を公開
➞ 為替は支払い時の実勢レートに手数料を加算して確定  

国内卸単価
JPY

物流単価
JPY

商社マージン
10%

CIF単価
JPY

CIF単価
自国通貨 or US$
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５. 対応事例 「シンガポール向け日本酒」
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国内卸単価
２,000円

当社マージン（１０％）
２00円

物流単価
３00円

CIF単価
２,５00円

CIF単価
S$23.01

• S$：1１２円（実勢TTBレ－ト）
• 為替手数料：3％
• 適用レート：１０８.64円

インボイス

国内取引条件：山形産日本酒720mlボトル 大阪指定倉庫渡（MOQ：1ケース）

MOQ:1ケース

MOQ:１０ケース（他酒蔵・商品との混載可）

商品のMOQは1ケース/メーカー、
物流費のMOQはエアーで6ケース(１００キロ)、コンテナでは10ケース
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６. まとめ
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関税・為替はリスクではない、輸出拡大のオポチュニティー

円安、物価上昇率の低さで、日本の加工食品は売り手市場

消費者物価は全世界で毎年上昇、値上げをしても売上が落ちない
商品力・ブランド価値アップが重要

KYC “Know Your Customer”
商社、ディストリビューターはバイヤーではない
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